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海
洋
政
策
の
基
本
理
念
、
海
洋
に
関
す
る
国
の
基
本
的
施
策
等
を

定
め
た
海
洋
基
本
法
（
平
成
一
九
年
法
律
第
三
三
号
）
が
平
成
一
九

年
七
月
二
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
。

海
洋
基
本
法
に
は
、
海
洋
に
関
す
る
基
本
的
施
策
の
一
つ
と
し
て

「
離
島
の
保
全
等
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
離
島
が
海
洋
政
策
上
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
海
上
交
通
の
安
全
の
確
保
、
海
洋
資

源
の
開
発
及
び
利
用
等
の
ほ
か
、
住
民
の
生
活
基
盤
の
整
備
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

離
島
振
興
の
基
本
法
で
あ
る
離
島
振
興
法
は
一
〇
年
間
の
時
限
立

法
で
あ
る
の
に
比
べ
、
海
洋
基
本
法
は
恒
久
法
で
あ
り
、
こ
の
海
洋

基
本
法
に
、
離
島
の
重
要
性
、
生
活
基
盤
の
整
備
が
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
は
、
離
島
振
興
の
観
点
か
ら
見
て
も
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
。

海
洋
基
本
法
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
総
合

海
洋
政
策
本
部
に
お
い
て
、
海
洋
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
二
四
年
度
を
見
通
し
て
海
洋
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
二
〇
年
三
月
一
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

海
と
島
の
日
本
・
Ⅱ

特
集

今
年
三
月
、
海
洋
基
本
法
に
も
と
づ
く
海
洋
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
海
洋
資
源
開
発
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
離
島
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
た
。
離
島
の
保
全
や
管
理
、
定
住
や

雇
用
促
進
を
は
じ
め
、
同
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
諸
施
策
が
二
一
年
度
国
家
予
算
へ
ど
う
反

映
さ
れ
る
の
か
、
注
目
さ
れ
る
。

海
洋
基
本
計
画
に
つ
い
て
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（
図
１
）。

海
洋
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
離
島
に
つ
い
て
は
、「
広
大
な
管

轄
海
域
を
設
定
す
る
根
拠
の
重
要
な
一
部
を
な
し
、
海
上
交
通
の
安

全
の
確
保
、
海
洋
資
源
の
開
発
及
び
利
用
、
海
洋
環
境
の
保
全
等
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」「
離
島
の
振
興
の
た
め
、
定
住
環

境
の
整
備
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
施
策
と
し
て
二
つ
の
大
項
目
が
あ
り
、
第
一

の
施
策
は
、「
離
島
の
保
全
・
管
理
」
で
あ
り
、「
海
上
の
安
全
の
確

保
」、「
海
洋
資
源
の
開
発
及
び
利
用
の
支
援
」、「
周
辺
海
域
等
の
自

然
環
境
の
保
全
」、「
離
島
の
保
全
・
管
理
に
関
す
る
方
針
の
策
定
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
表
１
）。

第
二
の
施
策
は
、「
離
島
の
振
興
」
で
あ
り
、「
地
域
に
お
け
る
創

意
工
夫
を
い
か
し
た
定
住
・
雇
用
促
進
等
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
定
住
環
境
の
向
上
の
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備
」
と

し
て
は
、
「
離
島
航
路
・
航
空
路
の
維
持
及
び
利
便
性
の
向
上
」
、

「
離
島
の
燃
油
価
格
が
割
高
な
こ
と
か
ら
流
通
の
効
率
化
へ
の
取
組
」、

「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」、「
適
切
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
」
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
雇
用
促
進
、
産
業
振
興
策
の
促
進
」
と
し
て
は
、「
離
島
の
産
業
振

興
の
基
盤
の
整
備
」、「
漁
業
者
が
行
う
漁
場
の
生
産
力
の
向
上
に
関

す
る
取
組
等
」、「
離
島
の
特
性
を
い
か
し
た
地
域
作
物
の
導
入
や
高

付
加
価
値
化
等
の
取
組
」、「
魅
力
あ
る
離
島
観
光
の
振
興
」
等
を
推

５
　
海
洋
の
総
合
的
管
理

さ
ら
に
、
広
大
な
我
が
国
の
管
轄
水
域
に
点
在
す
る
離
島
に
つ
い
て
、
そ
の
海

洋
政
策
推
進
上
の
位
置
付
け
を
明
確
化
し
適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
創
意
工
夫
を
い
か
し
た
定
住
・
雇
用
促
進
等
の
振
興
策
に
よ
り
自
主

性
を
重
ん
じ
た
離
島
地
域
の
発
展
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

10

離
島
の
保
全
等

我
が
国
の
海
域
に
広
く
点
在
し
て
い
る
離
島
は
、
広
大
な
管
轄
海
域
を
設
定
す

る
根
拠
の
重
要
な
一
部
を
な
し
、
あ
る
い
は
海
上
交
通
の
安
全
の
確
保
、
海
洋

資
源
の
開
発
及
び
利
用
、
海
洋
環
境
の
保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
海
洋
政
策
推
進
上
の
離
島
の
位
置
付
け
を
明
確
化
し
、
そ
の

保
全
・
管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
離
島
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
、
長
い
歴

史
を
有
す
る
集
落
の
衰
退
等
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
離
島
の
振
興
の

た
め
、
定
住
環
境
の
整
備
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
１
）
離
島
の
保
全
・
管
理

ア
　
海
上
の
安
全
の
確
保

海
上
交
通
の
安
全
確
保
や
全
国
の
気
象
予
報
等
防
災
の
観
点
か
ら
、
離
島
に
設

置
さ
れ
て
い
る
灯
台
等
の
航
路
標
識
や
気
象
・
海
象
観
測
施
設
等
の
整
備
及
び

適
切
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
離
島
住
民
に
よ
る
海
難
救
助
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
住
民
か
ら

の
海
難
事
故
や
海
上
犯
罪
に
関
す
る
通
報
等
に
対
し
て
適
切
に
対
応
で
き
る
体

制
を
充
実
す
る
。

表
１
　
海
洋
基
本
計
画
に
お
け
る
離
島
関
係
の
規
定

第
１
部
　
海
洋
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

第
２
部

海
洋
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、

政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
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進
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
海
洋
基
本
法
制
定
に
関
わ
っ
た
国
会
議
員
・
有
識
者
等
が

集
う
「
海
洋
基
本
法
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
会
」
か
ら
は
、
海
洋
基

本
計
画
に
対
し
て
、「
海
洋
国
家
の
重
要
基
盤
で
あ
る
沿
岸
地
域
と

離
島
の
保
全
・
整
備
に
取
組
む
」
と
し
、
そ
の
中
で
「
過
疎
・
高
齢

イ
　
海
洋
資
源
の
開
発
及
び
利
用
の
支
援

海
洋
資
源
の
開
発
・
利
用
、
海
洋
調
査
等
に
関
す
る
海
洋
で
の
活
動
や
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
す
る
各
種
の
施
設
の
維
持
管
理
等
の
活
動
が
、
本
土
か
ら
遠

く
離
れ
た
海
域
に
お
い
て
も
安
全
か
つ
安
定
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
離
島
に
、

燃
料
輸
送
や
補
給
、
荒
天
時
の
待
避
等
が
可
能
な
活
動
拠
点
の
整
備
を
推
進
す

る
。

ま
た
、
藻
場
、
干
潟
、
サ
ン
ゴ
礁
等
が
残
る
離
島
周
辺
の
海
域
は
、
貴
重
な
漁

場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
場
環
境
の
保
全
・
再
生
及
び
漁
場
の
整
備
を
推
進
す

る
。

ウ
　
周
辺
海
域
等
の
自
然
環
境
の
保
全

海
洋
に
よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら
隔
離
さ
れ
、
独
特
の
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い

る
離
島
は
、
人
間
の
諸
活
動
や
外
来
種
の
侵
入
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い

脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
くな
地
域
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

生
態
系
等
を
適
切
に
保
全
・
管
理
す
る
た
め
、
自
然
環
境
や
生
態
系
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
継
続
的
に
実
施
し
、
外
来
種
の
防
除
、
海
鳥
等
の
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
・
整
備
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
水
質
の
浄
化
や
生
物
多
様
性
の
確
保
に
も
資
す
る
た
め
、
水
産
動
植
物

の
生
息
・
生
育
環
境
の
改
善
や
水
産
資
源
の
回
復
の
た
め
に
漁
業
者
や
地
域
住

民
に
よ
り
行
わ
れ
る
藻
場
、
干
潟
、
サ
ン
ゴ
礁
等
の
維
持
管
理
等
の
取
組
を
促

進
す
る
。

優
れ
た
自
然
の
風
景
地
や
海
中
景
観
、
自
然
海
岸
等
の
保
全
の
た
め
、
自
然
公

園
制
度
の
適
切
な
活
用
、
赤
土
や
栄
養
塩
類
等
の
陸
域
か
ら
の
流
出
の
低
減
、

漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
の
撤
去
や
島
外
へ
の
輸
送
等
の
取
組
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

エ
　
保
全
・
管
理
に
関
す
る
方
針
の
策
定

離
島
は
、
上
記
の
と
お
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
無
人
島
を
含

む
離
島
に
つ
い
て
、
海
洋
政
策
推
進
上
の
位
置
付
け
を
明
確
化
し
、
適
切
な
管

理
の
体
制
、
方
策
、
取
組
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
定
め
た
「
海
洋
管
理
の
た
め

の
離
島
の
保
全
・
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
（
仮
称
）」
を
策
定
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
離
島
に
関
す
る
位
置
情
報
等
の
基
本
的
情
報
の
整
備
を
行
う

図１　海洋基本計画の概要 

●計画期間：5カ年間（5年後（平成24年度）を見通して策定） 
●目指すべき政策目標  
　目標1 … 海洋における全人類的課題への先導的挑戦  
　目標2 … 豊かな海洋資源や海洋空間の持続可能な利用に向けた礎づくり  
　目標3 … 安全・安心な国民生活の実現に向けた海洋分野での貢献 

第1部　基本的な方針 第2部　政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策 

①海洋の開発及び利用と海洋
環境の保全との調和 
②海洋の安全の確保 
③科学的知見の充実 
④海洋産業の健全な発展 
⑤海洋の総合的管理 
⑥海洋に関する国際的協調 

（平成20年3月18日閣議決定） 

①海洋資源の開発及び利用の推進 
②海洋環境の保全等 
③排他的経済水域等の開発等の推進 
④海上輸送の確保 
⑤海洋の安全の確保 
⑥海洋調査の推進 
⑦海洋科学技術に関する研究開発の推進等 
⑧海洋産業の振興及び国際競争力の強化 
⑨沿岸域の総合的管理 
⑩離島の保全等 
離島の保全・管理に関する基本的方針の策
定、創意工夫を生かした産業振興等による
離島の振興。 

⑪国際的な連携の確保及び国際協力の推進 
⑫海洋に関する国民の理解の増進と人材育成 第3部　その他必要な事項 

施策の効果的な実施、関係者の
責務及び相互の連携・協力、情
報の積極的な公表 

我が国の 
経済社会の健全な発展 
及び国民生活の安定向上 

海洋と人類の 
共生への貢献 
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化
の
進
む
沿
岸
農
漁
村
・
離
島
の
保
全
、
交
通
の
確
保
等
」
等
の
施

策
を
展
開
す
る
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
ま
で
は
、
こ
の
海
洋
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
離
島

の
保
全
・
管
理
や
生
活
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
特
に
、
平
成
二
一
年
度
予
算
は
、
海
洋
基
本
計
画
の

策
定
後
の
最
初
の
本
格
的
な
予
算
編
成
と
な
る
こ
と
か
ら
、
離
島
振

興
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
政
策
の
推
進
に
向
け
て
、
大
き
く
踏
み
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
が
国
は
六
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
島
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

（
表
２
）。
こ
の
大
部
分
は
無
人
島
で
あ
り
、
有
人
離
島
は
四
二
二
島

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
離
島
振
興
法
に
基
づ
く
七
六
地
域
の
離
島
振

興
対
策
実
施
地
域
に
あ
る
有
人
離
島
は
二
六
一
島
と
な
っ
て
お
り

（
表
３
）、
総
面
積
は
、
五
二
六
〇
平
方
キ
ロ
、
全
国
面
積
の
一
・

四
％
、
総
人
口
は
四
三
万
四
〇
〇
〇
人
で
全
国
人
口
の
〇
・
三
％
に

す
ぎ
な
い
が
、
海
岸
線
延
長
は
約
二
割
を
占
め
て
い
る
。

離
島
の
人
口
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
高
齢
化
率
は
三

二
・
九
％
と
全
国
に
比
べ
大
幅
に
高
く
、
こ
れ
ら
は
他
の
条
件
不
利

地
域
と
比
較
し
て
も
高
い
状
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
約
三
割
の
離
島

が
高
齢
化
率
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
や
医

療
水
準
は
全
国
に
比
べ
立
ち
遅
れ
て
い
る
ほ
か
、
離
島
の
基
幹
産
業

特集 海と島の日本・Ⅱ

と
と
も
に
、
経
済
活
動
、
生
態
系
、
周
辺
海
域
の
資
源
、
気
象
・
海
象
等
そ
れ

ぞ
れ
の
属
性
に
応
じ
て
、
国
土
の
侵
食
を
防
止
す
る
た
め
の
海
岸
保
全
施
設
の

整
備
、
空
中
写
真
の
周
期
的
な
撮
影
等
の
離
島
の
保
全
・
管
理
を
推
進
す
る
。

（
２
）
離
島
の
振
興

離
島
の
自
立
的
な
発
展
を
促
進
し
、
住
民
の
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
離
島
が
海
洋
政
策
上
の
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
離
島

に
特
有
の
課
題
に
対
応
し
て
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
い
か
し
た
定
住
・

雇
用
促
進
等
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

離
島
の
交
通
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
交
通
基
盤
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
離
島
航
路
・
航
空
路
の
維
持
及
び
利
便
性
の
向
上
を
支
援
す
る
。

離
島
の
燃
油
価
格
が
本
土
に
比
べ
割
高
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
流
通
の
効
率
化

へ
の
取
組
を
支
援
す
る
。
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
本
土
と
の
情
報
格

差
の
是
正
を
図
る
た
め
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
す
る
。

医
療
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
の
機
能
分
担
と
広
域
的

な
連
携
の
促
進
を
通
じ
、
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
。
さ
ら
に
、

自
然
災
害
か
ら
離
島
住
民
の
生
命
、
財
産
等
を
守
る
た
め
の
施
設
の
整
備
や
住

民
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
そ
の
他
の
離
島
に
お
け
る
定
住
環
境
の

向
上
の
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
。

一
方
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
に
関
し
て
は
、
漁
獲
物
の
輸
送
等
販
売
・
流

通
面
で
不
利
な
条
件
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
漁
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
離
島
漁
業
の
再
生
の
た
め
、
漁
業
者
が
行
う
漁
場
の
生
産

力
の
向
上
に
関
す
る
取
組
等
を
支
援
す
る
。
農
業
に
つ
い
て
も
、
離
島
の
特
性

を
い
か
し
た
地
域
作
物
の
導
入
や
高
付
加
価
値
化
等
の
取
組
を
支
援
す
る
。
海

岸
景
観
、
希
少
な
海
洋
の
生
物
等
を
有
す
る
自
然
環
境
を
い
か
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
保
養
・
療
養
活
動
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
農
林
水
産
業
と
連
携
し
た
体

験
・
滞
在
型
観
光
、
国
際
的
な
地
域
文
化
交
流
等
魅
力
あ
る
離
島
観
光
の
振
興

等
の
雇
用
促
進
、
産
業
振
興
策
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
離
島
の
産
業
振
興
の

基
盤
と
な
る
道
路
、
港
湾
、
農
林
水
産
基
盤
等
の
社
会
資
本
の
整
備
を
推
進
す

る
。

離
島
の
現
状
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で
あ
る
公
共
事
業
や
農
林
水
産
業
は
低
迷
し
て
お
り
、
離
島
を
め
ぐ

る
状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
（
図
２
〜
４
）。

離
島
は
、
わ
が
国
領
域
の
最
先
端
に
位
置
し
て
国
境
線
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
土
の
約
一
二
倍
に
相
当
し
、
世
界
第
六

位
と
な
る
広
大
な
我
が
国
の
領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
等
が
確
保
さ

れ
て
い
る
（
図
５
）。
さ
ら
に
、
離
島
に
住
民
が
居
住
し
経
済
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
的
、
国
民
的
役
割
を
よ
り
一
層

効
果
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
図
６
〜
７
）。

例
え
ば
、
近
隣
諸
国
と
の
交
流
を
通
じ
た
平
和
な
国
境
海
域
の
確

国
境
を
守
っ
て
い
る
有
人
離
島

表2　わが国を構成する島々 
（全島嶼） 

6,852

（本州、北海道、九州、四国 
及び沖縄本島） 

5
（離島） 

6,847

（無人島） 

6,425
（有人離島） 

422

（法対象外） 

109
（法対象） 

313

（その他の法律） 

52
（離島振興法） 

261

（北海道離島） 

6
（沖縄） 

40
（奄美） 

8
（小笠原） 

4
（一般離島） 

255

表3　離島振興対策実施地域の概要 （平成20年4月現在） 

注）人口は、平成17年国勢調査による。 

 区分 合計 内地 北海道 
 地域数 76 71 5 
 有人離島数 261 255 6 
 面積 5,260km2 4,843km2 417km2 
 （対全国比） （1.39%） （1.28%） （0.11%） 
 人口 434千人 420千人 14千人 
 （対全国比） （0.34%） （0.33%） （0.01%） 
 関係市町村数 110 104 6

図2　離島の定住人口の推移 

資料：H17国勢調査、離島統計年報 

0

20

40

60

80

100
（万人） 

離島人口 
全国人口 

0

40

100

140
（百万人） 

20

120

80

60

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

92.3
83.8

73.7

66.6
63.1 59.7

54.7
50.9

47.2
43.4

図 3　条件不利地域の高齢化の推移 

資料：平成17国勢調査、離島統計年報 
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図5　わが国の200カイリ排他的経済水域概念図 

礼文島 

佐渡島 

隠岐島 

対馬島 

五島列島 

奄美大島 

与那国島 

沖ノ鳥島 

南鳥島 

小笠原 

八丈島 

各国の排他的経済水域面積 
 国名 面積 

 アメリカ 762万km2 

 オーストラリア 701万km2 

 インドネシア 541万km2 

 ニュージーランド 483万km2 

 カナダ 470万km2 

 日本 447万km2 

離島の存在により、わが国の排他的経済水域等の面積は大幅に増大 

図 4　ブロードバンド環境の提供状況（平成18年） 

資料：総務省調をもとに作成 

0%
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93.4
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全国 離島 



60

図6　わが国の離島が果たす国家的・国民的役割の例 

図7　有人離島における事件等の発生割合 

台風避難のため、離島の入江に錨泊している多数の外国漁船 写真提供 :長崎県 

離島の野趣あふれる温泉 離島の美しい天然の海水浴場 

資料 :離島の有する国土・環境保全等多面的機能に関する調査 

離島の牛突き 

●国境に接する沿岸海域の監視警戒の役割 

●わが国沿岸海域の高度利用と環境保全の役割 

●本土から遠く離れている離島独自の文化、自然等と親しむ場の提供 

離島周辺海域を新たにイワガキ養殖の 
場として活用 

離島住民等による 
漂流・漂着ゴミの回収 

有人離島 有人離島 

集団不法 
入国事件 

19.2%19.2%

本土等 
80.8%

本土等 
82.4%

1,222（H10） 

有人離島 有人離島 

海難救助 
救助人命 

17.6%17.6%

340（H10） 
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保
、
迅
速
な
海
難
救
助
に
よ
る
海
上
交
通
の
安
全
の
確
保
等
が
あ
る
。

海
域
の
利
用
、
保
全
の
面
で
は
、
水
産
物
等
の
海
洋
資
源
の
高
度
利

用
、
海
洋
環
境
の
保
全
、
独
自
の
豊
か
な
自
然
環
境
・
生
態
系
の
保

護
、
伝
統
文
化
、
歴
史
的
遺
産
等
の
維
持
・
保
存
、
癒
し
空
間
の
提

供
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
離
島
に
住
民
が
居
住
し
て
い
れ
ば
こ
そ

十
分
に
機
能
が
発
揮
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
国
境
管
理
の
面
で
は
、

密
貿
易
、
密
入
国
、
不
法
操
業
等
に
対
す
る
警
戒
監
視
の
機
能
が
あ

る
。
有
人
離
島
は
、
無
人
島
に
比
べ
て
国
土
に
関
す
る
情
報
収
集
能

力
が
高
く
、
有
人
離
島
の
周
辺
海
域
で
は
、
見
慣
れ
な
い
船
舶
が
航

行
し
て
い
る
だ
け
で
住
民
の
注
意
の
対
象
と
な
る
。
密
漁
、
不
法
入

国
等
が
あ
れ
ば
住
民
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
機
能
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
住
民
が
い
な
い
無
人
島
で
は
、
島
の
状
況
を
常

時
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
抑
止
力
も
働
か
な

い
。一

方
、
有
人
島
、
無
人
島
に
か
か
わ
ら
ず
排
他
的
経
済
水
域
等
は

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
海
洋
政
策
に
お
け
る
離
島
振
興
の
意
義
が

議
論
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

国
境
管
理
、
国
土
管
理
は
、
国
家
と
し
て
の
最
低
限
の
仕
事
で
あ

り
、
無
人
島
に
比
較
し
て
、
有
人
島
の
ほ
う
が
国
境
管
理
等
の
国
家

的
役
割
を
発
揮
で
き
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
無
人
島
に
住
民
を
移

住
さ
せ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
現
に
人
が

居
住
し
て
い
る
離
島
に
つ
い
て
は
、
有
人
島
が
有
し
て
い
る
い
ろ
い

ろ
な
機
能
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
施

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
最
善
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
等
に
お
い
て
、
警
官
等

の
治
安
警
備
部
門
が
常
駐
し
て
い
な
い
離
島
で
は
、
地
理
的
条
件
等

か
ら
迅
速
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
洋
基
本
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
境
管
理
の
観
点
か
ら
も
、
有
人
離
島
の
住
民

に
よ
る
国
境
管
理
機
能
を
評
価
し
つ
つ
、
行
政
組
織
・
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

離
島
振
興
法
（
昭
和
二
八
年
法
律
第
七
二
号
）
は
、
地
域
の
主
体

性
と
創
意
工
夫
を
発
揮
し
つ
つ
自
発
的
発
展
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、
国
は
離
島
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
示
す
に
と
ど
め
、
都
道
府
県
が
、
市
町
村
の
意
見
を
で
き
る

だ
け
反
映
さ
せ
た
離
島
振
興
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

離
島
振
興
計
画
は
平
成
一
五
年
七
月
ま
で
に
す
べ
て
の
離
島
振
興
対

策
実
施
地
域
で
策
定
さ
れ
、
現
在
こ
の
振
興
計
画
に
基
づ
き
各
種
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
一
九
年
度
時
点
の
離
島
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

振
興
計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
が
概
ね
堅
調
に
実
施
さ
れ
、
先
進
的

な
取
組
が
進
展
し
て
い
る
地
域
も
見
ら
れ
る
一
方
で
、
平
成
一
五
年

の
計
画
策
定
当
時
に
は
目
立
た
な
か
っ
た
、
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
、

特集 海と島の日本・Ⅱ

離
島
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
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小
中
学
校
の
校
舎
等
の
老
朽
化
、
耐
震
対
策
、
海
溝
型
地
震
等
に
対

す
る
防
災
対
策
等
の
推
進
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
表
４
）。

な
お
、
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
生
活
の
足
と
な
る
離
島

航
路
の
維
持
・
改
善
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
医

療
水
準
の
確
保
、
産
業
振
興
等
を
担
う
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
振
興
施
策
の
拡
充
、
見
直
し
等
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
特
に
、
離
島
住
民
の
生
命
や
本
土
地
域
と
の
格
差
是
正
に
必

要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
行
の
離
島
振
興
計
画
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
後
半
の
五
年
間

と
な
る
が
、
離
島
振
興
を
め
ぐ
る
情
勢
は
変
化
し
て
い
る
。
市
町
村

合
併
が
進
み
本
土
地
域
と
離
島
地
域
の
双
方
を
有
す
る
市
町
村
、
い

わ
ゆ
る
一
部
離
島
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。
郵
政
民
営
化
に
よ
る

集
配
拠
点
の
再
編
、
気
象
観
測
の
自
動
化
な
ど
離
島
の
公
的
部
門
は

合
理
化
が
進
ん
で
い
る
。
近
年
続
い
て
い
る
燃
油
高
騰
は
、
離
島
住

表４「離島振興計画の進捗状況のとりまとめ」
（平成19年9月13日）
におけるおもな今後の課題

①交通体系の整備
交流人口及び輸送貨物の増加のための取組の
推進、離島航路等の維持･改善

②高度情報通信ネットワーク等の充実
ブロードバンドサービスの提供、地上デジタ
ル放送への対応等の高度情報通信ネットワー
クの構築

③産業の振興
少量多品種の離島の特産物を効果的に所得に
変換するための取組の推進、旅館業や体験ツ
アー等の観光産業との連携強化

④生活環境の整備
漂流・漂着ゴミの効率的・効果的な処理・清
掃方法の検討、発生抑制対策の推進

⑤医療の確保等
医療従事者の確保、医師が常駐しない離島で
の定期的な巡回診療、遠隔医療の整備

⑥高齢者の福祉等
介護サービスについて、地域住民や高齢者同
士で支えあうような取組に対する支援

⑦教育及び文化の振興
離島の教育環境の確保、離島留学や体験活動
等の個性ある学習の場としての活用、小中学
校の校舎等の老朽化対策、耐震対策の推進

⑧観光の開発
観光に関する豊かな知識や経験を有する人材
の育成・確保、観光事業者との連携

⑨他の地域との交流の促進
より魅力ある体験学習、アイランドテラピー
等のプログラムを企画、運営できる人材の育
成・確保

⑩国土保全
海溝型地震等の大規模地震に対する防災対策
の推進

こ
れ
か
ら
の
離
島
振
興
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民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
輸

送
や
企
業
経
営
等
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
離
島
関
係
の
公
共
事

業
は
全
国
の
推
移
を
大
き
く
下
回

っ
て
減
少
し
、
ピ
ー
ク
時
の
じ
つ

に
四
五
％
、
離
島
振
興
計
画
初
年

度
の
平
成
一
五
年
度
と
比
べ
て
も

約
六
割
と
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い

る
（
図
８
）
。
離
島
振
興
の
大
黒

柱
は
急
速
に
細
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
離
島
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、

公
共
事
業
と
い
う
従
来
の
柱
に
加

え
、
新
た
な
離
島
振
興
の
柱
を
立

て
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

海
洋
基
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

離
島
の
生
命
線
で
あ
る
離
島
航
路

の
維
持
・
改
善
、
情
報
、
医
療
等
の
本
土
と
離
島
の
格
差
是
正
等
の

課
題
に
加
え
、
国
境
離
島
の
重
要
性
の
明
確
化
と
支
援
の
強
化
、
輸

送
コ
ス
ト
是
正
等
に
よ
る
公
平
な
競
争
環
境
の
整
備
等
に
よ
る
定

住
・
雇
用
促
進
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
国
境
離
島
に

つ
い
て
は
、
離
島
の
役
割
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
従
来
の
振
興

特集 海と島の日本・Ⅱ

と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
国
境
管

理
の
最
前
線
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
施
策
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

平
成
二
一
年
度
末
に
は
、
奄
美
群
島
、

小
笠
原
諸
島
の
振
興
開
発
特
別
措
置
法

の
期
限
切
れ
、
平
成
二
二
年
度
末
に
は

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
期

限
切
れ
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
期

特
別
措
置
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

が
始
ま
っ
て
い
る
。
離
島
に
つ
い
て
も
、

今
後
と
も
、
注
意
深
く
離
島
振
興
計
画

の
達
成
状
況
を
点
検
、
評
価
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
条
件
不
利
地
域
の
振
興

に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後

の
離
島
振
興
制
度
の
あ
り
方
、
講
ず
る

べ
き
施
策
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

離
島
を
守
る
こ
と
は
、
単
に
離
島
住
民
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

国
境
管
理
、
広
大
な
海
域
の
利
用
・
開
発
等
、
国
民
全
体
に
有
形
無

お
わ
り
に

図8　離島振興事業費の推移（当初予算） 
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形
の
便
益
が
及
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
離
島
に
対
す
る
国
民
意

識
は
総
じ
て
低
い
と
思
わ
れ
る
。
今
日
で
も
本
土
へ
の
定
期
船
が
毎

日
出
航
し
て
い
な
い
離
島
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
時
化

し

け

で
欠
航
す
る

な
ど
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ

う
か
。
医
者
が
常
駐
し
て
い
な
い
離
島
が
あ
る
こ
と
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で

さ
え
使
え
な
い
離
島
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
だ
ろ
う
か
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
、
離
島
の
担
い
手

の
確
保
、
雇
用
創
出
や
産
業
再
生
を
図
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
離
島
の
産
品
は
、
海
上
輸
送
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
物
流
コ
ス

ト
が
割
高
と
な
り
、
本
土
の
産
品
よ
り
価
格
競
争
力
が
高
く
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
。
離
島
の
企
業
経
営
者
は
す
で
に
出
来
う
る
限
り
の

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
が
、
競
争
力
を
維
持
し
て
い
く
に
は
常

に
新
し
い
視
点
、
新
し
い
知
識
が
必
要
と
な
る
。

訪
問
し
た
離
島
で
感
じ
た
こ
と
は
、
島
に
は
、
か
な
ら
ず
核
と
な

り
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
人
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近

頃
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
等
外
部
の
人
材
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、
外
の
人
材
だ
け
で
は
な
く
、
離

島
住
民
も
機
会
を
捉
え
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
外
の
情
報
、
知
識
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。

な
お
、
離
島
関
係
者
が
気
軽
に
お
話
が
出
来
る
よ
う
、
離
島
振
興

課
内
に
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
し
て
あ
る
。
お
聴
き
し
た
島
の
課
題
や
提

案
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
だ

が
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
各
方
面
に
伝
え
、
少
な
く
と
も
次
の
展
開

に
つ
な
が
る
よ
う
心
に
留
め
て
い
る
。
離
島
間
の
横
の
情
報
交
換
と

い
う
面
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
離
島
の
話
題
を
伝
え
て
い
た
だ
く
場

と
し
て
、
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

最
後
に
、
離
島
振
興
に
万
能
薬
や
特
効
薬
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
月

並
み
で
は
あ
る
が
、
離
島
の
こ
と
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
、
知
っ
て

い
る
人
を
増
や
す
。
こ
れ
が
一
つ
目
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
。
こ
れ
が
二
つ

目
。
自
ら
も
す
ぐ
出
来
る
こ
と
は
す
ぐ
や
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、

出
来
そ
う
も
な
い
こ
と
に
対
し
て
も
日
々
実
現
に
向
け
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

■

田中
たなか

健治
けんじ

昭和42年生まれ、青森県出身。
同61年水産庁に入庁。一貫して
漁港漁場行政に携わる。平成19
年4月より国土交通省離島振興課
勤務。職業柄これまでも島に行
くことは多かったが、離島振興
という目で島を見ると今まで気
づかなかった光と影に気づく。
離島振興の奥深さを痛感。


